
学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

香川大学医学部医学科の平成 20 年度以降の入学定員については、平成 21 年度に「経

済財政改革の基本方針 2008」に基づく５名の恒久定員増及び「緊急医師確保対策」に基

づき平成 29 年度までの期限を付した５名の臨時定員増を、平成 22 年度に「経済財政改

革の基本方針 2009」に基づき平成 31 年度までの期限を付した７名の臨時定員増を、ま

た、平成 24 年度及び平成 25 年度に「新成長戦略」に基づき平成 31 年度までの期限を

付した各１名の臨時定員増を実施した。 

平成 21 年度に実施した平成 29 年度を期限とする５名の入学定員について、平成 30

年度の「新成長戦略」等を踏まえ、地域の医師確保等の観点から、平成 31 年度までの

期限を付した５名の地域枠として再度の臨時定員増を実施することで、平成 31 年度を

期限とする 14 名（「緊急医師確保対策」に基づく５名並びに「経済財政改革の基本方針

2009」及び「新成長戦略」に基づく９名）の臨時定員増を実施した。 

平成 31 年度においては、平成 30 年６月 15 日の閣議決定「経済財政運営と改革の基

本方針 2018」を踏まえ、地域の医師確保等の観点から、平成 31 年度までに認可を受け

た臨時的な定員数から２年間を通じて地域枠の学生を確保できていない定員数を減じ

た数を上限として入学定員増を行い、令和３年度を期限とする 14 名の臨時定員増を再

度実施した。引き続き令和４年度及び５年度においても、暫定的な維持として１年ごと

に 14 名の臨時定員増を実施した。 

また、令和６年度においても、「令和６年度の医学部臨時定員の暫定的な維持につい

て（通知）」（令和４年 11 月４日付 文部科学省高等教育局長、厚生労働省医政局長通知）

により、「令和６年度末まで１年間延長する」ものとされ、14 名の臨時定員増を実施し、

令和６年度入学定員を、臨時定員増を行わなかった場合の 95 名から 109 名に変更する。

これに併せて、収容定員についても臨時定員増を行わなかった場合の 595 名から 609 名

に変更する。  

 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

医療は国民生活に欠くべからざるものであり、誰もがいずれの地域にあっても必要な

医療を受けられ、また地域医療に従事する医療従事者が働きがいを感じる医療の現場を

実現していくことが必要である。 

香川県においては、へき地医療を担う医師や産婦人科と麻酔科などの医師数が全国平

均を下回っており、どこでも、適切な医療を享受できる体制を一層整備する必要がある。 

政府の「地域の医師確保等の観点からの医学部入学定員の増加について」に基づき「地

域の医療が改善されたと実感できる」実効性のある策を講じて地域医療の向上に寄与す

るため、医学部医学科の入学定員を令和５年度に引き続き令和６年度も 14名増員する。

同時に、学生を卒業後、地域に定着させるための大学の取組として、地域医療に貢献す

るマインドを持った医師を養成するための教育プログラムを一層整備する。併せて、卒
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業生による地域医療への貢献を促進するための取組を実施する。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

【地域医療を担う医師の養成に関する取組の変遷】 

①１年次の授業科目「医学概論」において、香川県立中央病院へき地医療支援セ

ンター医師による講義「医療と地域社会」を実施している。また、「医療プロフ

ェッショナリズムの実践」では、山間部医療、在宅医療について、学外の医師

から実践的な講義を実施している。平成 24 年度からは地域の医療機関、老人保

健施設、福祉施設等にて見学実習を実施している。 

②２年次の授業科目「患者との出会い」（令和３年度より新設）において、外来

診療の見学等、低学年より患者と接するための実習を実施している。原則、附

属病院での実習を予定しているが、将来的には県内の医療機関での実習も検討

している。 

③３年次の授業科目「臨床総論講義」において、坂出市立病院副病院長による講

義「地域に根ざした中核病院・優れた医療人をつくる研修病院を目指して」を

実施している。 

④４年次の授業科目「衛生学」において、香川県環境保健研究センター等にて地域保

健医療の見学実習を実施している。また、「公衆衛生学」おいて、地域医療に関す

る講義や行政機関での体験学習や訪問調査等を実施している。 

⑤香川大学医学部附属病院地域医療教育支援センター（平成 22年 7月設置）により、平成

23年度から４・５年次の医学実習Ⅰの中で、地域医療臨床実習を１週間実施している。

これは、県内の地域医療の基幹となる医療機関での実習であり、当初６医療機関で開始

されたが、現在は 12医療機関の協力を得て実施している。また、医学実習Ⅱは、実習期

間を平成30年度から 12週を 27週とし、５・６年次にまたがる必修科目となっており、

地域医療等の病院での地域医療臨床実習は、３週間の選択から必修へ変更し、当初３医

療機関で開始されたが、現在は16医療機関の協力を得て実施している。これ以外にも、

附属病院総合内科をはじめとした臨床系講座が、県内の病院、診療所での実習を実施し

ている。 

⑥香川大学医学部附属病院卒後臨床研修センター（平成 15 年４月設置）に専任教

員を配置し、研修環境やシステムの充実、研修医のニーズに応じた自由度の高

い研修プログラムを提供している。 

⑦香川大学医学部附属病院卒後臨床研修プログラムでは、２年目に研修医全員が

３ヶ月以上最長１年の期間、県内の協力型病院にて研修し、卒後臨床研修を通

じて地域医療に貢献している。 

⑧香川大学医学部附属病院卒後臨床研修センターが中心となり、香川県での地域 

密着循環型の卒後臨床研修及び専門医研修のシステムに関する説明会を、在学 

生には低学年から定期的に実施している。 

⑨平成 24 年度に策定された「新地域医療再生計画」に基づき、香川県及び県内の

自治体等から「神経難病講座」「地域連携精神医学講座」「地域医療再生医学
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講座」「自治体病院支援・推進医学講座」「地域医療連携医学講座」「循環器・

腎臓疾患地域医療学講座」「肝・胆・膵内科学先端医療学講座」の地域医療に

関連する寄付講座が開設され、より充実した地域医療教育が可能となった。 

⑩香川県と連携し、在学中の修学生に対し、香川県内の地域医療の現場を地域住民と触

れ合いながら学べる機会（地域医療スピリット）及び地域医療教育支援センター教員・

県内の地域医療従事者・義務年限中の医師等を講師として、セミナーを各学年１回/年

（学年別セミナー）を提供している。 

⑪令和５年度から新たに、１～４年次を対象に、学年毎に年 2－3回地域医療マインド醸

成のため地域医療やその周辺に関することをテーマについての地域医療ワークショッ

プを実施している。 

⑫令和５年度から新たに、香川県における総合診療医の育成及び増員を図ることを目的

とし、県内の総合診療専門研修基幹病院４病院にて持ち回りにて、学術集会（Sanuki 

GM Conference）を実施している。 

⑬令和４年度「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」（４大学（岡山主幹・

香川・鳥取・島根）連携）が採択された。これは主に地域枠学生を対象としたプログ

ラムで、各大学の強みとそれぞれの地域の特色を掛け合わせ、7年間をかけてその時々

の要請を機敏に取り入れてプログラム内容を変化できる地域枠教育プログラムの構築

と教育拠点の形成を実現する。これにより、卒後に地域医療への従事を強く志向し地

域が求める優れた医療を提供できる医師を確実に養成できる。 

 令和５年度には、４年次を対象に地域医療特別プログラム、地域枠学生対象のキ

ャリアデザインシミュレーションを実施し、新たにより一層の地域医療マインドの

醸成を図る。 

⑭地域枠学生対象に、制度の説明や義務年限を果たしている医師の経験談、総合診療専

門医、地域医療を担っている病院医師の話を聞ける機会を設けることで、総合診療に

興味を持つ学生たちも増えている。今後この方面に進んだ医師たちの受け皿について

以下のとおり具体的に検討している。 

(1)総合診療専門医養成のプログラムを県内で統一検討（令和 6年から開始予定）。 

(2)自治医大卒業の医師たちとの交流も深め、義務年限を果たした後の拠り所として大

学総合内科を拠点とし機能させる。 
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1①②③ 1 ○ 1 兼21

1前・後 2 ○ 兼2

－ 3 0 0 1 0 0 0 0 兼23

1前 2 ○ 1 1 3

1①～② 2 ○ 1 1 兼2

1①②③ 3 ○ 2 兼41

－ 4 3 0 3 1 2 3 0 兼42

― 7 3 3 1 2 3 0 兼60

1･2①②③④ 6 ○ 9 3 2 5 0 兼107

－ 0 6 0 9 3 2 5 0 兼107

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼9

1前・後 2 ○ 兼4

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼13

1前・後 2 ○ 兼9

1後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼10

1前・後 2 ○ 兼5

1前・後 2 ○ 兼5

1前 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 1 3 兼9

1前 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2 メディア

1前・後 2 ○ 1 オムニバス

1前・後 2 ○ 兼4 オムニバス

1前・後 2 ○ 1 兼18

－ 0 48 10 3 3 0 0 0 兼104

1･2･3･4前・後 2 ○ 兼17 メディア

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼17

2後 2 ○ 兼25

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前・後 2 ○ 兼16

－ 2 5 0 0 0 0 0 0 兼38

1前・後・2前 5 ○ 兼10

－ 5 0 0 0 0 0 0 0 兼10

1前・後 4 ○ 兼5

1前・後 4 ○ 兼4

1前・後 4 ○ 兼6

1前・後 4 ○ 兼4

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼19

－ 5 16 0 0 0 0 0 0 兼29

－ 14 80 10 12 5 4 6 0 兼270

1通 2 〇 ※ 1 ※実験・実習

1通 2 〇 ※ 1 1 1 ※実験・実習

2前 1 〇 1 1

1通 2 〇 ※ 1 ※実験・実習

2前 1 〇 1

1前 1 〇 1 兼1

1後 1 〇 ※ 1 2 2 ※演習

2前 2 〇 1 1

2前 2 〇 1 2

1前 1 〇 兼2

－ 15 6 6 3 兼3

1前 1 〇 9 2 兼6 オムニバス

1前 1 ※ 〇 2 1 ※講義

1後 2 〇 ※ 3 2 兼1 ※実験・実習

2前 2 ※ 〇 1 1 兼3 ※講義

2後 1 〇 1 兼1

2後 1 〇 2

2後 1 〇 1 兼1

2後 1 〇 1

1後 1 〇 2

2前 1 〇 2

－ 10 2 13 4 兼10

3前 1 〇 兼2

3後 1 〇 兼2

1･2･3･4･5･6 1 〇 3 兼1

－ 2 1 3 兼3

2通 4 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

2通 4 〇 ※ 1 1 1 ※実験・実習

2前 2 〇 ※ 1 1 1 ※実験・実習

2通 2 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

2通 3 〇 ※ 1 1 1 ※実験・実習

3前 2 〇 ※ 2 2 ※実験・実習

3前 2 〇 ※ 1 1 ※実験・実習

3前 2 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

3前 2 〇 ※ 1 ※実験・実習

3前 2 〇 1 2

3前 1 〇 3 1 1 5 オムニバス

3前 2 〇 ※ 2 2 1 兼2 ※実験・実習

3前 2 〇 ※ 1 ※実験・実習

医学概論

早期体験学習

医療プロフェッショナリズムの実践

行動科学とチーム医療

早期医学実習Ⅱ

解剖学Ⅰ

薬理学

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

－

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

配当年次授業科目の名称 備考

教育課程等の概要

（医学部医学科）

－

－

―

医用物理学

医用化学Ⅰ

医用化学Ⅱ

分子生物学

医療心理学

小計（10科目）

－

学
問
基
礎
科
目

哲学

論理学

主題

小計（1科目）

細胞生物学

数理科学

生物統計学

分子遺伝学

医学・医療と社会

患者との出会い

医療倫理学

医学と研究

解剖学Ⅱ

生理学Ⅰ

生理学Ⅱ

生化学

内分泌学

病理学Ⅰ

ライフデザイン

健康･スポーツ

小計（2科目）

学
び
科
目

大学入門ゼミ

情報リテラシー

学問への扉

小計（3科目）

小計（5科目）

科目
区分

専
門
基
礎
科
目

早
期
医
学

学
際
医
学

基
礎
医
学

全
学
共
通
科
目

学
び
と
生
き
方
科
目

生
き
方
科
目

主
題

科
目

倫理学

芸術

心理学

社会学

教育学

歴史学

文学

言語学

法学

政治学

経済学

経営学

数学

地学(講義)

地学(実験)

物理学(講義)

物理学(実験)

化学(講義)

化学(実験)

生物学(講義)

生物学(実験)

地理学

統計学

情報科学

医学

看護学

特別・複合領域

小計（29科目） －

広
範
教

養
教
育

科
目

広範教養教主題科目

小計（1科目） －

高
度
教
養
教
育
科
目

高度教養主題科目

上級英語

西洋古典語

学部提供教養科目

小計（4科目） －

小計（10科目） －

医学英語I

医学英語Ⅱ

国際交流活動

小計（3科目）

病理学Ⅱ

－

生理・薬理実習

微生物学

医動物学

免疫学

医科生物学

早期医学実習I

区分計（45科目） －

外
国
語
科
目

既

修

外

国

語

英語

小計（1科目） －

初
修
外
国
語

ドイツ語

フランス語

中国語

韓国語

小計（4科目） －

小計（5科目） －
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－ 30 11 8 2 15 兼2

4前 2 〇 ※ 1 2 2 ※実験・実習

4前 2 〇 ※ 1 2 2 ※実験・実習

4前 2 〇 ※ 1 2 ※実験・実習

－ 6 2 2 4

3後 2 〇 1 オムニバス

3･4通 2 〇 ※ 1 1 ※実験・実習

3後 3 〇 ※ 3 1 1 オムニバス ※実験・実習

3後 3 〇 ※ 3 3 3 9 オムニバス ※実験・実習

3後 2 〇 ※ 1 2 2 4 オムニバス ※実験・実習

4前 2 〇 ※ 1 1 1 3 兼1 オムニバス ※実験・実習

4前 3 〇 ※ 1 4 3 9 オムニバス ※実験・実習

3後 3 〇 ※ 3 3 3 13 オムニバス ※実験・実習

3後 3 〇 ※ 3 3 オムニバス ※実験・実習

4前 2 〇 ※ 2 3 1 4 オムニバス ※実験・実習

3後 2 〇 ※ 4 1 7 オムニバス ※実験・実習

4前 2 〇 ※ 1 1 2 オムニバス ※実験・実習

4前 2 〇 1 1 オムニバス

4前 4 〇 ※ 6 2 1 7 オムニバス ※実験・実習

3後 1 〇 ※ 2 2 1 オムニバス ※実験・実習

4前 1 〇 5 4 2 2 オムニバス

3後 1 〇 2 1 2 7 兼2 オムニバス

3後 2 〇 1

－ 40 29 10 18 34 兼3

4後･5前 14 〇 27 15 1 39

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 3 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 3 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 1 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 3 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 3 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 3 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 2 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 2 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 1 ※実験・実習

内分泌代謝・臨床検査医学 4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 1 1 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 2 ※実験・実習

4後･5通･6通 1 〇 ※ 1 ※実験・実習

5後 1 〇 1 1 兼1

5前 1 〇 兼1

5･6前 2 〇 3 3 5 オムニバス

4後･5通 2 〇 ※ 3 1 兼3 ※実験・実習

5後･6前 10 〇 27 15 1 39

6前 2 〇 1 オムニバス

－ 57 28 18 1 44 兼5

－ 160 3 43 31 8 62 兼22

－ 174 80 13 43 31 8 62

　医学関係

授業期間等

医療総合講義

小計（32科目）

医療管理学・診断学

医学実習Ⅱ

腎泌尿器ユニット

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信

　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専

１学期の授業期間

麻酔学

　考に係るものを含む。）についても作成すること。

１学年の学期区分

１時限の授業時間

全学共通科目
　ライフデザイン1単位
　健康・スポーツ2単位
　大学入門ゼミ2単位
　情報リテラシー2単位
　主題科目6単位以上
　学問基礎科目（文系科目）2単位以上
　広範教養教育科目・高度教養教育科目2単位以上
　※学問への扉・主題科目（文系科目・理系科目）・学問基礎科目および
　　広範教養教育科目・高度教養教育科目15単位以上
　既修外国語5単位以上
　初修外国語4単位以上
　合計　31単位以上

学部開設科目
　専門基礎科目15単位
　早期医学10単位以上
　学際医学2単位以上
　基礎医学30単位
　社会医学6単位
　総合講義等40単位
　臨床医学57単位
　
総計　191単位以上

90分

－

学位又は学科の分野

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

呼吸器ユニット

内分泌代謝ユニット

生殖系ユニット

血液系ユニット

小児科ユニット

学位又は称号 　学士（医学）

合計（134科目）

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

　　　方法を併記すること。

　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。

　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者

　　　に授与する学位を併記すること。

　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職

　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務

　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。

６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を

　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け

公衆衛生学

法医学

小計（3科目）

精神神経ユニット

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

（注）

漢方医学

小児外科学

形成外科学

眼科学

症候論・PBLチュートリアル

膠原病ユニット

皮膚感覚系ユニット

脳神経筋骨格ユニット

整形外科学

耳鼻咽喉科学

救急災害医学

泌尿器科学

地域医療学

児童精神医学

臨床総論講義

麻酔ユニット・救急災害ユニット

感染症ユニット

放射線ユニット

医科学研究

小計（18科目）

小児科学

精神神経医学

周産期学婦人科学

医学実習Ⅰ

皮膚科学

放射線医学

放射線腫瘍学

消化器外科学

呼吸器・乳腺内分泌外科学

心臓血管外科学

脳神経外科学

－

消化器ユニット

循環器ユニット

2期

15週

－

－

血液･免疫･呼吸器内科学

社
会
医
学

統
合
講
義
等

臨
床
医
学

衛生学

小計（13科目） －

区分計（89科目）

臨床病理検討会

循環器・腎臓・脳卒中内科学

消化器・神経内科学

歯科口腔外科学

総合診療医学
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１
．
地
域
の
医
師
確
保
の
た
め
の
⼊
学
定
員
増
に
つ
い
て

増
員

希
望

⼈
数

14

都
道

府
県

名
増

員
希

望
⼈

数
⾹

川
県

14 14
※

「⼤
学

所
在

地
以

外
の

都
道

府
県

」が
5都

道
府

県
未

満
の

場
合

は
、残

りの
欄

は
空

欄
で

ご
提

出
くだ

さい
。

都
道

府
県

名
R4

地
域

枠
定

員
（

※
1）

R4
貸

与
者

数
（

※
2）

R5
地

域
枠

定
員

（
※

1）
R5

貸
与

者
数

（
※

2）

R4
とR

5の
貸

与
者

数
の

うち
多

い
⽅

の
数

⾹
川

県
14

14
14

14
14 0 0 0 0 0

計
14

14
14

14
14

（
※

1）
臨

時
定

員
分

の
み

ご
記

⼊
くだ

さい
。

（
※

2）
恒

久
定

員
の

中
で

地
域

枠
を実

施
して

い
る

場
合

、恒
久

定
員

分
の

地
域

枠
の

⼈
数

も
含

め
た

修
学

資
⾦

の
貸

与
実

績
をご

記
⼊

くだ
さい

。
※

6都
道

府
県

未
満

の
場

合
は

、残
りの

欄
は

空
欄

で
ご

提
出

くだ
さい

。

１
．
⼤
学
が
講
ず
る
措
置

１
－
１
．
地
域
枠
学
⽣
の
選
抜

募
集

⼈
数

うち
臨

時
定

員
分

（
１
）
対
象
都
道
府
県
名
及
び
増
員
希
望
⼈
数

（
２
）
修
学
資
⾦
の
貸
与
を
受
け
た
地
域
枠
学
⽣
の
確
保
状
況

（
３
）
令
和
6年

度
地
域
の
医
師
確
保
の
た
め
の
⼊
学
定
員
増
に
つ
い
て

⼤
学

が
所

在
す

る
都

道
府

県

⼤
学

所
在

地
以

外
の

都
道

府
県

計 ①
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た

地
域

枠
学

⽣
(令

和
５

年
⼊

学
)の

選
抜

に
つ

い
て

、下
記

をご
記

⼊
くだ

さい
。複

数
種

類
の

選
抜

を
⾏

った
場

合
に

は
、そ

れ
ぞ

れ
ご

記
⼊

くだ
さい

。ま
た

、参
考

とし
て

学
⽣

募
集

要
項

の
写

しを
ご

提
出

くだ
さい

。

⼊
試

区
分

開
始

年
度

備
考

出
願

要
件

（
※

1）
（

診
療

科
の

限
定

（
推

奨
）

が
あ

る
場

合
）

その
診

療
科

名

診
療

科
の

限
定

の
有

無
名

称
選

抜
⽅

式
選

抜
⽅

法
（

※
1）

6



地
域

枠
（
学

校
推

薦
）

（
ⅰ

）
学

校
推

薦
型

選
抜

別
枠

（
区

別
型

）
30

5

推
奨

内
科

、外
科

、救
急

科
、産

婦
⼈

科
、⼩

児
科

、総
合

医
の

６
診

療
科

H
21

以
前

地
域

枠
（
一

般
）

（
ⅲ

）
一

般
選

抜
地

域
枠

（
前

期
・
後

期
）

別
枠

（
区

別
型

）
79

9

推
奨

内
科

、外
科

、救
急

科
、産

婦
⼈

科
、⼩

児
科

、総
合

医
の

６
診

療
科

H2
2

合
計

10
9

14
（

※
1）

貴
⼤

学
に

お
い

て
作

成
した

学
⽣

募
集

要
項

に
記

載
の

内
容

をご
記

⼊
くだ

さい
。

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

⼊
せ

ず
に

そ
の

ま
まご

提
出

くだ
さい

。

※
地

域
枠

定
員

は
前

期
の

み

　
医

学
部

医
学

科
の

地
域

枠
（一

般
）に

出
願

で
き

る
者

は
，

上
記

の
出

願
資

格
に

該
当

し
，

か
つ

，
「地

域
枠

（一
般

）
」で

出
願

し
合

格
し

た
場

合
は

，
次

の
要

件
す

べ
て

を
満

た
し

て
入

学
を

確
約

で
き

る
者

に
限

り
ま

す
。

　
な

お
，

地
域

枠
（
一

般
）に

出
願

す
る

者
は

，
通

常
の

一
般

選
抜

（一
般

枠
）を

併
せ

て
出

願
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
①

 香
川

県
内

の
高

等
学

校
を

卒
業

し
た

者
又

は
20

23
年

３
月

ま
で

に
卒

業
見

込
み

の
者

②
 「

香
川

県
医

学
生

修
学

資
金

」の
貸

付
け

を
受

け
る

者
③

 将
来

，
香

川
県

が
別

途
定

め
る

医
療

機
関

（
香

川
県

内
の

公
立

病
院

等
）で

一
定

期
間

（
９

年
間

）医
師

の
業

務
に

従
事

す
る

意
志

の
あ

る
者

※
「香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
」の

詳
細

は
，

香
川

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（h

tt
ps

:/
/
w

w
w

.p
re

f.k
ag

a
w

a.
lg

.jp
/
）か

ら
「香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
貸

付
」で

検
索

し
て

く
だ

さ
い

。

次
の

各
号

の
要

件
す

べ
て

に
該

当
す

る
者

で
あ

っ
て

，
人

物
が

優
秀

で
，

高
等

学
校

長
が

責
任

を
も

っ
て

推
薦

で
き

る
者

（１
）
高

等
学

校
を

20
2
1年

４
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

及
び

20
23

年
３

月
に

卒
業

見
込

み
の

者
（２

）
高

等
学

校
に

お
け

る
学

習
成

績
が

優
秀

で
，

か
つ

，
調

査
書

の
学

習
成

績
概

評
が

A
段

階
に

属
す

る
者

（３
）
高

等
学

校
に

お
い

て
，

物
理

，
化

学
及

び
生

物
（理

数
科

等
に

あ
っ

て
は

，
理

数
物

理
，

理
数

化
学

及
び

理
数

生
物

）の
う

ち
か

ら
２

科
目

以
上

，
数

学
Ⅲ

，
数

学
A

及
び

数
学

B
（
理

数
科

等
に

あ
っ

て
は

，
理

数
数

学
Ⅰ

及
び

理
数

数
学

Ⅱ
）
並

び
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅲ

及
び

英
語

表
現

Ⅱ
を

履
修

（
見

込
み

を
含

む
。

）
し

た
者

　
た

だ
し

，
教

育
課

程
の

編
成

等
に

よ
り

履
修

内
容

が
上

記
科

目
区

分
に

よ
ら

な
い

場
合

，
ま

た
外

国
の

高
等

学
校

で
の

取
得

単
位

を
高

等
学

校
の

卒
業

要
件

に
し

て
い

る
者

に
つ

い
て

は
，

履
修

科
目

に
つ

い
て

弾
力

的
に

取
り

扱
う

余
地

が
あ

り
ま

す
の

で
，

高
等

学
校

長
を

通
じ

て
必

ず
20

2
2年

９
月

30
日

（金
）ま

で
に

問
い

合
わ

せ
て

く
だ

さ
い

。
所

定
の

期
日

ま
で

に
問

い
合

わ
せ

の
な

い
場

合
は

，
出

願
を

受
理

し
ま

せ
ん

。
（４

）
合

格
し

た
場

合
は

，
入

学
を

確
約

で
き

る
者

【推
薦

人
員

】
卒

業
見

込
者

：１
校

に
つ

き
８

人
ま

で
と

し
ま

す
。

既
　

卒
　

者
： 

１
校

に
つ

き
１

人
ま

で
と

し
ま

す
。

た
だ

し
，

香
川

県
内

の
高

等
学

校
に

つ
い

て
は

，
１

校
に

つ
き

７
人

ま
で

と
し

ま
す

。
「地

域
枠

（学
校

推
薦

）」
募

集
人

員
５

人
　

前
記

，
医

学
部

医
学

科
の

要
件

す
べ

て
に

該
当

し
，

か
つ

，
次

の
要

件
す

べ
て

に
該

当
す

る
者

で
あ

っ
て

，
人

物
が

優
秀

で
，

将
来

，
香

川
県

内
の

地
域

医
療

に
貢

献
し

た
い

と
い

う
強

い
意

志
を

持
ち

，
高

等
学

校
長

が
責

任
を

も
っ

て
推

薦
で

き
る

者
に

限
り

ま
す

。
　

な
お

，
地

域
枠

（
学

校
推

薦
）に

出
願

す
る

場
合

に
は

，
通

常
の

推
薦

枠
と

併
せ

て
出

願
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
（１

）
香

川
県

内
の

高
等

学
校

を
20

2
1年

４
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

及
び

20
23

年
３

月
に

卒
業

見
込

み
の

者
（２

）
「香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
」※

の
貸

付
け

を
受

け
る

者
（３

）
将

来
，

県
が

別
途

定
め

る
医

療
機

関
（香

川
県

内
の

公
立

病
院

等
）で

一
定

期
間

（９
年

間
），

医
師

の
業

務
に

従
事

す
る

意
志

の
あ

る
者

※
 「

香
川

県
医

学
生

修
学

資
金

」の
詳

細
は

，
香

川
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ht
tp

s:
//

w
w

w
.p

re
f.k

a
ga

w
a
.lg

.jp
/
）か

ら
「
香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
貸

付
」で

検
索

し
て

く
だ

さ
い

。

・学
校

長
か

ら
提

出
さ

れ
る

推
薦

書
・調

査
書

の
内

容
及

び
本

学
部

が
実

施
す

る
小

論
文

・
面

接
の

結
果

を
総

合
的

に
判

断
し

，
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
成

績
を

参
考

に
し

て
合

格
者

を
決

定
し

ま
す

。
・大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
地

歴
及

び
公

民
に

つ
い

て
，

２
科

目
受

験
し

て
い

る
場

合
は

，
第

１
解

答
科

目
の

成
績

を
用

い
ま

す
。

・大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

『英
語

』
は

，
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
及

び
リ

ス
ニ

ン
グ

の
成

績
を

利
用

し
ま

す
。

た
だ

し
，

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

か
ら

リ
ス

ニ
ン

グ
を

免
除

さ
れ

た
者

は
，

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

の
み

と
し

ま
す

。
《合

否
判

定
基

準
》

ア
 小

論
文

と
面

接
評

価
の

総
合

点
で

順
位

を
決

定
し

ま
す

。
た

だ
し

，
小

論
文

又
は

面
接

の
い

ず
れ

か
一

方
を

受
験

し
て

い
な

い
場

合
は

，
本

学
の

合
格

者
と

は
な

り
ま

せ
ん

。
イ

 本
学

が
指

定
し

た
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
成

績
が

本
学

の
定

め
る

基
準

に
満

た
な

い
者

は
，

総
合

点
の

如
何

に
か

か
わ

ら
ず

不
合

格
と

し
ま

す
。

ま
た

，
面

接
の

結
果

を
も

っ
て

総
合

点
の

如
何

に
か

か
わ

ら
ず

不
合

格
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ウ
 地

域
枠

（学
校

推
薦

）に
あ

っ
て

は
，

上
記

に
加

え
香

川
県

に
よ

る
面

接
の

結
果

を
参

考
と

し
て

合
否

を
決

定
し

ま
す

。
※

上
記

の
合

否
判

定
基

準
に

関
す

る
個

別
の

問
い

合
わ

せ
に

つ
い

て
は

，
応

じ
ら

れ
ま

せ
ん

。
①

 小
 論

 文
小

論
文

は
，

単
な

る
作

文
力

の
テ

ス
ト

で
は

な
く
，

学
校

長
か

ら
提

出
さ

れ
る

推
薦

書
及

び
調

査
書

の
記

載
内

容
等

を
補

完
す

る
と

と
も

に
，

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
で

は
み

る
こ

と
が

で
き

な
い

論
理

的
思

考
力

，
倫

理
観

，
社

会
性

等
を

み
る

た
め

に
行

い
ま

す
。

小
論

文
の

出
題

は
，

英
語

に
よ

る
問

題
（小

論
文

Ⅰ
）
と

日
本

語
に

よ
る

理
科

系
の

論
述

式
問

題
（
小

論
文

Ⅱ
）と

し
ま

す
。

な
お

，
小

論
文

Ⅱ
は

出
題

３
題

の
う

ち
２

題
を

選
択

し
て

解
答

と
し

ま
す

。
②

 面
 接

面
接

は
，

医
師

及
び

医
学

研
究

者
と

な
る

に
ふ

さ
わ

し
い

適
性

を
み

る
た

め
に

行
い

ま
す

。
な

お
，

志
望

理
由

書
，

推
薦

書
，

調
査

書
を

面
接

の
重

要
な

資
料

と
し

て
用

い
ま

す
。

地
域

枠
（
学

校
推

薦
）に

あ
っ

て
は

，
通

常
の

面
接

に
加

え
，

香
川

県
に

よ
る

面
接

が
あ

り
ま

す
。

入
学

者
の

選
抜

は
，

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
と

本
学

が
実

施
す

る
個

別
学

力
検

査
の

成
績

及
び

調
査

書
の

内
容

等
を

総
合

し
て

行
い

ま
す

。
《合

否
判

定
基

準
》

・総
合

点
に

よ
り

合
否

を
判

定
し

ま
す

。
・医

学
部

医
学

科
前

期
日

程
で

は
，

総
合

点
の

如
何

に
か

か
わ

ら
ず

面
接

の
結

果
を

も
っ

て
不

合
格

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
に

加
え

，
地

域
枠

（一
般

）で
は

，
香

川
県

に
よ

る
面

接
の

結
果

を
参

考
と

し
て

合
否

を
決

定
し

ま
す

。
《大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

及
び

個
別

学
力

検
査

の
取

扱
い

に
つ

い
て

》
・本

学
が

課
し

て
い

る
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
教

科
・科

目
を

本
学

が
指

定
し

た
方

法
で

受
験

し
て

い
な

い
場

合
は

，
個

別
学

力
検

査
を

受
験

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

の
で

，
注

意
し

て
く
だ

さ
い

。
・大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
外

国
語

で
『
英

語
』を

選
択

す
る

受
験

者
は

，
必

ず
「
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
」と

「
リ

ス
ニ

ン
グ

」
の

両
方

を
受

験
し

て
く
だ

さ
い

。
　

両
方

を
受

験
し

て
い

な
い

場
合

は
，

個
別

学
力

検
査

を
受

験
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

　
た

だ
し

，
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
か

ら
リ

ス
ニ

ン
グ

を
免

除
さ

れ
た

者
は

，
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
の

み
と

し
ま

す
。

・本
学

が
課

し
て

い
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
及

び
個

別
学

力
検

査
の

教
科

・
科

目
等

全
て

を
受

験
し

て
い

な
い

場
合

は
，

本
学

の
合

格
者

と
は

な
り

ま
せ

ん
。

【大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

利
用

教
科

・
科

目
名

】
〔５

教
科

７
科

目
〕

国
　

語
：『

国
語

』必
須

地
歴

・公
民

：
「世

Ｂ
」，

「日
Ｂ

」，
「地

理
Ｂ

」
，

「現
社

」
，

「倫
」，

「政
経

」
，

『倫
・政

経
』か

ら
1科

目
数

　
学

：『
数

Ⅰ
・数

Ａ
』必

須
　

　
　

　
『数

Ⅱ
・
数

Ｂ
』，

『
簿

・
会

』
，

『情
報

』か
ら

1科
目

理
　

科
：「

物
」，

「
化

」
，

「生
」か

ら
2
科

目
外

国
語

：
『英

』，
『独

』，
『
仏

』，
『
中

』
，

『韓
』か

ら
1
科

目
【個

別
学

力
検

査
等

】〔
３

教
科

４
科

目
〕

数
　

学
：『

数
Ⅰ

・数
Ⅱ

・数
Ⅲ

・数
Ａ

・数
Ｂ

』
必

須
理

　
科

：『
物

基
・物

』，
『化

基
・
化

』
，

『生
基

・生
』か

ら
2科

目
外

国
語

：
『英

語
』
必

須
面

　
接

：医
学

科
に

お
け

る
面

接
は

，
医

師
及

び
医

学
研

究
者

と
し

て
の

適
性

を
み

る
た

め
に

行
い

ま
す

。
　

地
域

枠
（一

般
）

　
「地

域
枠

（一
般

）
」の

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

教
科

・科
目

及
び

個
別

学
力

検
査

の
実

施
教

科
・科

目
等

に
つ

い
て

は
，

一
般

入
試

（前
期

日
程

）と
同

じ
で

す
。

そ
れ

に
加

え
，

香
川

県
に

よ
る

面
接

が
あ

り
ま

す
。

7



②
令
和
５
年
度
に
実
施
す
る

地
域

枠
学

⽣
(令

和
６

年
⼊

学
)の

選
抜

に
つ

い
て

、下
記

を
ご

記
⼊

くだ
さい

。複
数

種
類

の
選

抜
を

⾏
って

い
る

場
合

に
は

、そ
れ

ぞ
れ

ご
記

⼊
くだ

さい
。

ま
た

、参
考

とし
て

PR
の

た
め

に
作

成
した

⽂
書

（
リー

フレ
ット

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

テ
レ

ビ，
新

聞
，

雑
誌

等
）

の
写

しを
ご

提
出

くだ
さい

。

募
集

⼈
数

うち
臨

時
定

員
分

地
域

枠
（
学

校
推

薦
）

（
ⅰ

）
学

校
推

薦
型

選
抜

別
枠

（
区

別
型

）
30

5

推
奨

内
科

、外
科

、救
急

科
、産

婦
⼈

科
、⼩

児
科

、総
合

医
の

６
診

療
科

H
21

以
前

地
域

枠
（
一

般
）

（
ⅲ

）
一

般
選

抜
地

域
枠

（
前

期
・
後

期
）

別
枠

（
区

別
型

）
79

9

推
奨

内
科

、外
科

、救
急

科
、産

婦
⼈

科
、⼩

児
科

、総
合

医
の

６
診

療
科

H2
2

合
計

10
9

14

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

⼊
せ

ず
に

そ
の

ま
まご

提
出

くだ
さい

。
（

※
1）

貴
⼤

学
に

お
い

て
、P

Rの
た

め
に

作
成

した
⽂

書
（

リー
フレ

ット
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

，
テ

レ
ビ，

新
聞

，
雑

誌
等

）
に

記
載

の
内

容
（

貴
⼤

学
に

お
い

て
作

成
予

定
の

学
⽣

募
集

要
項

に
記

載
予

定
の

内
容

）
を

ご
記

⼊
くだ

さい
。

入
学

者
の

選
抜

は
，

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
と

本
学

が
実

施
す

る
個

別
学

力
検

査
の

成
績

及
び

調
査

書
の

内
容

等
を

総
合

し
て

行
い

ま
す

。
《合

否
判

定
基

準
等

》
・総

合
点

に
よ

り
合

否
を

判
定

し
ま

す
。

・医
学

部
医

学
科

前
期

日
程

で
は

，
総

合
点

の
如

何
に

か
か

わ
ら

ず
面

接
の

結
果

を
も

っ
て

不
合

格
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

こ
れ

に
加

え
，

地
域

枠
（一

般
）で

は
，

香
川

県
に

よ
る

面
接

の
結

果
を

参
考

と
し

て
合

否
を

決
定

し
ま

す
（募

集
に

つ
い

て
は

調
整

中
）。

《大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
及

び
個

別
学

力
検

査
の

取
扱

い
に

つ
い

て
》

・本
学

が
課

し
て

い
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

教
科

・科
目

を
本

学
が

指
定

し
た

方
法

で
受

験
し

て
い

な
い

場
合

は
，

個
別

学
力

検
査

を
受

験
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
の

で
，

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
・大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
外

国
語

で
『
英

語
』を

選
択

す
る

受
験

者
は

，
必

ず
「
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
」と

「
リ

ス
ニ

ン
グ

」
の

両
方

を
受

験
し

て
く
だ

さ
い

。
　

両
方

を
受

験
し

て
い

な
い

場
合

は
，

個
別

学
力

検
査

を
受

験
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

　
た

だ
し

，
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
か

ら
リ

ス
ニ

ン
グ

を
免

除
さ

れ
た

者
は

，
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
の

み
と

し
ま

す
。

・本
学

が
課

し
て

い
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
及

び
個

別
学

力
検

査
の

教
科

・
科

目
等

全
て

を
受

験
し

て
い

な
い

場
合

は
，

本
学

の
合

格
者

と
は

な
り

ま
せ

ん
。

【大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

利
用

教
科

・
科

目
名

】
〔５

教
科

７
科

目
〕

国
　

語
：『

国
語

』必
須

地
歴

・公
民

：
「世

Ｂ
」，

「日
Ｂ

」，
「地

理
Ｂ

」
，

「現
社

」
，

「倫
」，

「政
経

」
，

『倫
・政

経
』か

ら
1科

目
数

　
学

：『
数

Ⅰ
・数

Ａ
』必

須
　

　
　

　
『数

Ⅱ
・
数

Ｂ
』，

『
簿

・
会

』
，

『情
報

』か
ら

1科
目

理
　

科
：「

物
」，

「
化

」
，

「生
」か

ら
2
科

目
外

国
語

：
『英

』，
『独

』，
『
仏

』，
『
中

』
，

『韓
』か

ら
1
科

目
【個

別
学

力
検

査
等

】〔
３

教
科

４
科

目
〕

数
　

学
：『

数
Ⅰ

・数
Ⅱ

・数
Ⅲ

・数
Ａ

・数
Ｂ

』
必

須
理

　
科

：『
物

基
・物

』，
『化

基
・
化

』
，

『生
基

・生
』か

ら
2科

目
外

国
語

：
『英

語
』
必

須
面

　
接

：医
学

科
に

お
け

る
面

接
は

，
医

師
及

び
医

学
研

究
者

と
し

て
の

適
性

を
み

る
た

め
に

行
い

ま
す

。
　

　
地

域
枠

（一
般

）
　

「地
域

枠
（一

般
）
」の

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

教
科

・科
目

及
び

個
別

学
力

検
査

の
実

施
教

科
・科

目
等

に
つ

い
て

は
，

一
般

選
抜

（前
期

日
程

）と
同

じ
で

す
。

そ
れ

に
加

え
，

香
川

県
に

よ
る

面
接

が
あ

り
ま

す
（
募

集
に

つ
い

て
は

調
整

中
で

す
）。

医
学

部
医

学
科

の
地

域
枠

（一
般

）に
出

願
で

き
る

者
は

，
上

記
の

出
願

資
格

に
該

当
し

，
か

つ
，

「地
域

枠
（一

般
）」

で
出

願
し

合
格

し
た

場
合

は
，

次
の

要
件

す
べ

て
を

満
た

し
て

入
学

を
確

約
で

き
る

者
に

限
り

ま
す

（募
集

に
つ

い
て

は
調

整
中

）。
な

お
，

地
域

枠
（
一

般
）に

出
願

す
る

者
は

，
一

般
枠

（通
常

の
一

般
選

抜
）を

併
せ

て
出

願
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

（募
集

に
つ

い
て

は
調

整
中

）
。

①
 香

川
県

内
の

高
等

学
校

を
卒

業
し

た
者

又
は

20
24

年
３

月
ま

で
に

卒
業

見
込

み
の

者
②

「香
川

県
医

学
生

修
学

資
金

」の
貸

付
け

を
受

け
る

者
③

 将
来

，
香

川
県

が
別

途
定

め
る

医
療

機
関

（
香

川
県

内
の

公
立

病
院

等
）で

一
定

期
間

（
９

年
間

）医
師

の
業

務
に

従
事

す
る

意
志

の
あ

る
者

　
※

「香
川

県
医

学
生

修
学

資
金

」の
詳

細
は

，
香

川
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.p
re

f.k
ag

a
w

a.
lg

.jp
/
）か

ら
「香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
貸

付
」で

検
索

し
て

く
だ

さ
い

。

※
地

域
枠

定
員

は
前

期
の

み

名
称

選
抜

⽅
式

・学
校

長
か

ら
提

出
さ

れ
る

推
薦

書
・調

査
書

の
内

容
及

び
本

学
部

が
実

施
す

る
小

論
文

・
面

接
の

結
果

を
総

合
的

に
判

断
し

，
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
成

績
を

参
考

に
し

て
合

格
者

を
決

定
し

ま
す

。
・大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
地

歴
及

び
公

民
に

つ
い

て
，

２
科

目
受

験
し

て
い

る
場

合
は

，
第

１
解

答
科

目
の

成
績

を
用

い
ま

す
。

・大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

『英
語

』
は

，
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
及

び
リ

ス
ニ

ン
グ

の
成

績
を

利
用

し
ま

す
。

た
だ

し
，

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

か
ら

リ
ス

ニ
ン

グ
を

免
除

さ
れ

た
者

は
，

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

の
み

と
し

ま
す

。
《合

否
判

定
基

準
》

ア
 小

論
文

と
面

接
評

価
の

総
合

点
で

順
位

を
決

定
し

ま
す

。
　

 た
だ

し
，

小
論

文
又

は
面

接
の

い
ず

れ
か

一
方

を
受

験
し

て
い

な
い

場
合

は
，

本
学

の
合

格
者

と
は

な
り

ま
せ

ん
。

イ
 本

学
が

指
定

し
た

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

成
績

が
本

学
の

定
め

る
基

準
に

満
た

な
い

者
は

，
総

合
点

の
如

何
に

か
か

わ
ら

ず
不

合
格

と
し

ま
す

。
ま

た
，

面
接

の
結

果
を

も
っ

て
総

合
点

の
如

何
に

か
か

わ
ら

ず
不

合
格

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ウ

 地
域

枠
（学

校
推

薦
）に

あ
っ

て
は

，
上

記
に

加
え

香
川

県
に

よ
る

面
接

の
結

果
を

参
考

と
し

て
合

否
を

決
定

し
ま

す
（募

集
に

つ
い

て
は

調
整

中
）
。

　
※

上
記

の
合

否
判

定
基

準
に

関
す

る
個

別
の

問
い

合
わ

せ
に

つ
い

て
は

，
応

じ
ら

れ
ま

せ
ん

。
①

 小
論

文
　

小
論

文
は

，
単

な
る

作
文

力
の

テ
ス

ト
で

は
な

く
，

学
校

長
か

ら
提

出
さ

れ
る

推
薦

書
及

び
調

査
書

の
記

載
内

容
等

を
補

完
す

る
と

と
も

に
，

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
で

は
み

る
こ

と
が

で
き

な
い

論
理

的
思

考
力

，
倫

理
観

，
社

会
性

等
を

み
る

た
め

に
行

い
ま

す
。

　
小

論
文

の
出

題
は

，
英

語
に

よ
る

問
題

（小
論

文
Ⅰ

）
と

日
本

語
に

よ
る

理
科

系
の

論
述

式
問

題
（小

論
文

Ⅱ
）と

し
ま

す
。

な
お

，
小

論
文

Ⅱ
は

出
題

３
題

の
う

ち
２

題
を

選
択

し
て

解
答

し
ま

す
。

②
 面

　
接

　
面

接
は

，
医

師
及

び
医

学
研

究
者

と
な

る
に

ふ
さ

わ
し

い
適

性
を

み
る

た
め

に
行

い
ま

す
。

な
お

，
志

望
理

由
書

，
推

薦
書

，
調

査
書

を
面

接
の

重
要

な
資

料
と

し
て

用
い

ま
す

。
地

域
枠

（
学

校
推

薦
）に

あ
っ

て
は

，
通

常
の

面
接

に
加

え
，

香
川

県
に

よ
る

面
接

が
あ

り
ま

す
（募

集
に

つ
い

て
は

調
整

中
）。

次
の

各
号

の
要

件
す

べ
て

に
該

当
す

る
者

で
あ

っ
て

，
人

物
が

優
秀

で
，

高
等

学
校

長
が

責
任

を
も

っ
て

推
薦

で
き

る
者

（１
）
高

等
学

校
を

20
2
2年

４
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

及
び

20
24

年
３

月
に

卒
業

見
込

み
の

者
（２

）
高

等
学

校
に

お
け

る
学

習
成

績
が

優
秀

で
，

か
つ

，
調

査
書

の
学

習
成

績
概

評
が

A
段

階
に

属
す

る
者

（３
）
高

等
学

校
に

お
い

て
，

物
理

，
化

学
及

び
生

物
（理

数
科

等
に

あ
っ

て
は

，
理

数
物

理
，

理
数

化
学

及
び

理
数

生
物

）の
う

ち
か

ら
２

科
目

以
上

，
数

学
Ⅲ

，
数

学
A

及
び

数
学

B
（
理

数
科

等
に

あ
っ

て
は

，
理

数
数

学
Ⅰ

及
び

理
数

数
学

Ⅱ
）
並

び
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅲ

及
び

英
語

表
現

Ⅱ
を

履
修

（
見

込
み

を
含

む
。

）
し

た
者

た
だ

し
，

教
育

課
程

の
編

成
等

に
よ

り
履

修
内

容
が

上
記

科
目

区
分

に
よ

ら
な

い
場

合
，

ま
た

外
国

の
高

等
学

校
で

の
取

得
単

位
を

高
等

学
校

の
卒

業
要

件
に

し
て

い
る

者
に

つ
い

て
は

，
履

修
科

目
に

つ
い

て
弾

力
的

に
取

り
扱

う
余

地
が

あ
り

ま
す

の
で

，
高

等
学

校
長

を
通

じ
て

必
ず

20
2
3年

9
月

29
日

（金
）ま

で
に

問
い

合
わ

せ
て

く
だ

さ
い

。
所

定
の

期
日

ま
で

に
問

い
合

わ
せ

の
な

い
場

合
は

，
出

願
を

受
理

し
ま

せ
ん

。
（４

）
合

格
し

た
場

合
は

，
入

学
を

確
約

で
き

る
者

【推
薦

人
員

】
卒

業
見

込
者

：１
校

に
つ

き
８

人
ま

で
と

し
ま

す
。

既
　

卒
　

者
： 

１
校

に
つ

き
１

人
ま

で
と

し
ま

す
。

た
だ

し
，

香
川

県
内

の
高

等
学

校
に

つ
い

て
は

，
１

校
に

つ
き

７
人

ま
で

と
し

ま
す

。
「地

域
枠

（学
校

推
薦

）」
は

募
集

人
員

５
人

と
な

る
よ

う
調

整
中

で
す

。
人

数
に

つ
い

て
は

予
定

で
あ

り
，

変
更

が
あ

り
得

ま
す

。
募

集
人

員
が

確
定

次
第

，
本

学
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（
ht

tp
s:

/
/w

w
w

.k
a
ga

w
a
-u

.a
c
.jp

/
）で

す
み

や
か

に
公

表
し

ま
す

。
詳

細
は

，
20

24
年

度
学

校
推

薦
型

選
抜

Ⅱ
学

生
募

集
要

項
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
前

記
，

医
学

部
医

学
科

の
要

件
す

べ
て

に
該

当
し

，
か

つ
，

次
の

要
件

す
べ

て
に

該
当

す
る

者
で

あ
っ

て
，

人
物

が
優

秀
で

，
将

来
，

香
川

県
内

の
地

域
医

療
に

貢
献

し
た

い
と

い
う

強
い

意
志

を
持

ち
，

高
等

学
校

長
が

責
任

を
も

っ
て

推
薦

で
き

る
者

に
限

り
ま

す
。

な
お

，
地

域
枠

（
学

校
推

薦
）に

出
願

す
る

場
合

に
は

，
通

常
の

推
薦

枠
と

併
せ

て
出

願
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
（１

）
香

川
県

内
の

高
等

学
校

を
20

2
2年

４
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

及
び

20
24

年
３

月
に

卒
業

見
込

み
の

者
（２

）
「香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
」※

の
貸

付
け

を
受

け
る

者
（３

）
将

来
，

県
が

別
途

定
め

る
医

療
機

関
（香

川
県

内
の

公
立

病
院

等
）で

一
定

期
間

（９
年

間
），

医
師

の
業

務
に

従
事

す
る

意
志

の
あ

る
者

　
　

※
 「

香
川

県
医

学
生

修
学

資
金

」の
詳

細
は

，
香

川
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.p
re

f.k
ag

a
w

a.
lg

.jp
/
）か

ら
「香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
貸

付
」で

検
索

し
て

く
だ

さ
い

。

診
療

科
の

限
定

の
有

無
⼊

試
区

分
選

抜
⽅

法
（

※
1）

出
願

要
件

（
※

1）
開

始
年

度
備

考
（

診
療

科
の

限
定

（
推

奨
）

が
あ

る
場

合
）

その
診

療
科

名
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１
－
２
．
教
育
内
容

②
（

過
去

に
地

域
枠

を
設

定
した

こと
が

あ
る

場
合

）
これ

ま
で

の
取

組
・実

績
を、

3〜
5⾏

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

⼊
くだ

さい
。

③
上

記
①

の
教

育
内

容
（

正
規

科
⽬

）
に

つ
い

て
、講

義
・実

習
科

⽬
内

容
をご

記
⼊

くだ
さい

。ま
た

、参
考

とし
て

シ
ラバ

ス
の

写
しを

ご
提

出
くだ

さい
。

地
域

枠
学

⽣
そ

の
他

の
学

⽣
１

年
次

医
学

概
論

全
員

必
修

必
修

講
義

1

１
年

次
医

療
プ

ロフ
ェッ

シ
ョ

ナ
リズ

ム
の

実
践

全
員

必
修

必
修

実
習

2

２
年

次
患

者
との

出
会

い
全

員
必

修
必

修
実

習
1

３
年

次
臨

床
総

論
講

義
全

員
必

修
必

修
講

義
2

４
年

次
衛

⽣
学

全
員

必
修

必
修

実
習

2
４

年
次

公
衆

衛
⽣

学
全

員
必

修
必

修
実

習
2

４
〜

５
年

次
医

学
実

習
Ⅰ

全
員

必
修

必
修

実
習

14
５

〜
６

年
次

医
学

実
習

Ⅱ
全

員
必

修
必

修
実

習
10

６
年

次
医

療
総

合
講

義
全

員
必

修
必

修
講

義
1

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

⼊
せ

ず
そ

の
ま

まに
ご

提
出

くだ
さい

。
（

※
1）

対
象

者
は

、当
該

講
義

・実
習

を
受

講
可

能
な

学
⽣

を
「地

域
枠

学
⽣

」「
全

員
」の

うち
か

ら選
択

くだ
さい

。（
地

域
枠

学
⽣

の
希

望
者

の
み

の
場

合
は

、対
象

者
を

「地
域

枠
学

⽣
」、

必
修

／
選

択
の

別
を

「選
択

」と
ご

記
載

くだ
さい

。）

開
始

年
度

対
象

学
年

講
義

・実
習

名
対

象
者

（
※

1）
必

修
／

選
択

の
別

講
義

／
実

習
の

別
単

位 数

平
成

21
年

度
か

ら地
域

枠
に

よる
増

員
を

開
始

し、
修

学
⽣

の
意

⾒
交

換
会

や
、地

域
医

療
ス

ピリ
ッ

ト、
ラン

チ
ョン

セ
ミナ

ー
な

どの
取

組
を

⾏
って

き
た

。令
和

４
年

度
まで

に
10

1名
の

地
域

枠
学

⽣
が

卒
業

し、
現

在
80

名
が

県
内

の
医

療
機

関
の

勤
務

医
とし

て
地

域
医

療
に

貢
献

して
い

る
。

（
参

考
︓

記
⼊

例
）

平
成

○
年

度
か

ら地
域

枠
に

よ
る

増
員

を
開

始
し、

□
□

、■
■

な
どの

取
組

を
⾏

って
き

た
。令

和
４

年
度

ま
で

に
△

名
の

地
域

枠
学

⽣
を

確
保

し、
そ

の
うち

▲
名

が
現

在
〜

〜
とし

て
地

域
医

療
に

貢
献

して
い

る
。

①
地

域
枠

学
⽣

が
卒

後
に

勤
務

す
る

こと
が

⾒
込

ま
れ

る
都

道
府

県
で

の
地

域
医

療
実

習
な

ど、
地

域
医

療
を

担
う医

師
養

成
の

観
点

か
らの

教
育

内
容

の
概

要
（

令
和

６
年

度
）

に
つ

い
て

、5
〜

6⾏
程

度
で

簡
潔

に
ご

記
⼊

くだ
さい

。
1年

次
に

は
、「

医
学

概
論

」に
お

い
て

医
療

と地
域

社
会

の
講

義
や

「医
療

プ
ロフ

ェッ
シ

ョナ
リズ

ム
の

実
践

」と
して

地
域

の
医

療
機

関
・⽼

⼈
保

健
施

設
等

で
の

臨
地

実
習

を実
施

して
い

る
。2

年
次

に
は

、令
和

3年
度

より
「患

者
との

出
会

い
」と

い
う科

⽬
を

新
設

し、
外

来
診

療
の

⾒
学

等
、低

学
年

よ
り患

者
と接

す
る

機
会

を
設

け
て

い
る

。3
年

次
に

は
「臨

床
総

論
講

義
」、

6年
次

に
は

「医
療

総
合

講
義

」に
お

い
て

地
域

医
療

機
関

の
先

⽣
に

より
地

域
医

療
に

関
す

る
講

義
を

実
施

して
い

る
。4

年
次

に
は

、「
衛

⽣
学

」に
お

い
て

⾹
川

県
環

境
保

健
研

究
セ

ン
ター

等
施

設
に

て
地

域
保

健
医

療
の

⾒
学

実
習

及
び

「公
衆

衛
⽣

学
」に

お
い

て
「地

域
医

療
の

現
状

と課
題

」講
義

や
学

外
で

の
体

験
学

習
や

訪
問

調
査

等
を

実
施

して
い

る
。4

〜
5年

次
に

は
、「

医
学

実
習

Ⅰ
」と

して
1週

間
の

地
域

医
療

臨
床

実
習

を
、5

〜
6年

次
に

は
、「

医
学

実
習

Ⅱ
」と

して
平

成
30

年
度

か
ら3

週
間

の
地

域
医

療
臨

床
実

習
を実

施
して

い
る

。

（
参

考
︓

記
⼊

例
）

1〜
2年

次
に

は
、「

○
○

」と
い

う科
⽬

を開
講

す
る

とと
も

に
「△

△
」を

必
修

化
し、

〜
〜

を学
ん

で
い

る
。3

〜
4年

次
に

は
、×

×
実

習
を

⾏
い

、〜
〜

を
学

ん
で

い
る。

ま
た

キ
ャリ

ア
⽀

援
とし

て
□

□
を

実
施

して
い

る
。令

和
４

年
度

か
らは

、■
■

を
新

た
に

開
始

す
る

な
ど、

〜
〜

を図
る

こと
とし

て
い

る
。

H
21

以
前

H2
4

R3
H

21
以

前
H

21
以

前
H

21
以

前
H

21
以

前
H3

0
H2

4
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④
⼤

学
の

正
規

科
⽬

以
外

で
、提

供
す

る
地

域
医

療
教

育
プ

ログ
ラム

が
あ

れ
ば

、そ
の

内
容

を
ご

記
⼊

くだ
さい

。

対
象

学
年

プ
ログ

ラム
名

対
象

者
（

※
1）

期
間

（
例

︓
○

週
間

）
開

始
年

度

2
～

3
年

次

(ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

時
代

の
医

療
人

材
養

成
拠

点
形

成
事

業
)

地
域

医
療

ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ

ﾘ
ｻ

ｰ
ﾁ
 ﾌ

ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ

ﾑ

全
員

5
週

間
R4

2
、

5
年

次

(ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

時
代

の
医

療
人

材
養

成
拠

点
形

成
事

業
)

地
域

医
療

　
全

人
的

医
療

教
育

ﾌ
ﾟﾛ

ｸ
ﾞ

ﾗ
ﾑ

全
員

4
大

学
で

調
整

中
R4

4
年

次
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
全

員
年

3
回

R5

4
、

5
年

次
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
地

域
枠

学
生

計
画

中
（
2
時

間
程

度
）

R5

（
※

1）
対

象
者

は
、当

該
講

義
・実

習
を

受
講

可
能

な
学

⽣
を

「地
域

枠
学

⽣
」「

全
員

」の
うち

か
ら選

択
くだ

さい
。

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

⼊
せ

ず
に

ご
提

出
くだ

さい
。

⑤
上

記
③

④
以

外
に

、地
域

医
療

を担
う医

師
の

養
成

に
関

す
る

取
組

等
が

あ
れ

ば
、簡

潔
に

ご
記

⼊
くだ

さい
。（

令
和

４
年

度
以

前
か

ら継
続

す
る

取
組

を
含

む
）

（
1〜

2⾏
程

度
）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

⼊
せ

ず
に

そ
の

ま
まご

提
出

くだ
さい

。

R5

地
域

医
療

ワ
ー

クシ
ョッ

プ

都
道

府
県

との
連

携

修
学

⽣
（

1〜
4年

次
）

を
対

象
に

、学
年

毎
に

年
2－

3回
地

域
医

療
マ

イン
ド醸

成
の

た
め

地
域

医
療

や
そ

の
周

辺
に

関
す

る
こと

を
テ

ー
マ

とし
た

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
を実

施
して

い
る

。
R5

な
し

な
し

プ
ログ

ラム
の

概
要

（
1〜

2⾏
程

度
）

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

に
よ

り
、

地
域

医
療

マ
イ

ン
ド

の
醸

成
を

図
る

前
記

3
回

の
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
受

講
後

、
具

体
的

な
プ

ラ
ン

作
成

に
よ

り
将

来
像

を
明

確
に

す
る

取
組

の
名

称
取

組
の

概
要

（
1〜

2⾏
程

度
）

開
始

年
度

地
域

医
療

ス
ピリ

ット
⾹

川
県

と連
携

し、
修

学
⽣

に
対

して
⾹

川
県

内
の

地
域

医
療

の
現

場
を地

域
住

⺠
と触

れ
合

い
な

が
ら学

べ
る

機
会

を
提

供
して

い
る

。
H

21
以

前

学
年

別
ラン

チ
ョン

セ
ミナ

ー
修

学
⽣

（
2〜

5年
次

⽣
）

を
対

象
に

、地
域

医
療

教
育

⽀
援

セ
ン

ター
教

員
・

県
内

の
地

域
医

療
従

事
者

・義
務

年
限

中
の

医
師

等
を

講
師

とし
て

ラン
チ

ョン
形

式
の

セ
ミナ

ー
を

各
学

年
１

回
/年

 実
施

して
い

る
。

R3

⾃
治

医
科

⼤
学

と⾹
川

⼤
学

医
学

部
卒

業
の

義
務

年
限

医
師

の
交

流
会

義
務

中
の

不
安

を
払

拭
しス

ム
ー

ズ
に

義
務

年
限

の
修

了
へ

導
くこ

とで
、地

域
医

療
マ

イン
ドの

醸
成

に
つ

な
げ

離
脱

者
の

減
少

や
義

務
年

限
修

了
後

も
⾹

川
県

に
定

着
して

診
療

を⾏
え

る
よ

う、
⾹

川
県

内
の

義
務

年
限

中
の

医
師

同
⼠

（
⾃

治
医

科
⼤

学
卒

業
⽣

と⾹
川

⼤
学

医
学

部
地

域
枠

卒
業

⽣
）

の
交

流
会

を
実

施
して

い
る

。

R4

Sa
nu

ki
　G

M
　C

on
fe

re
nc

e
⾹

川
県

に
お

け
る

総
合

診
療

医
の

育
成

及
び

増
員

を図
る

こと
を

⽬
的

とし
、県

内
の

総
合

診
療

専
⾨

研
修

基
幹

病
院

４
病

院
に

て
持

ち
回

りに
て

、学
術

集
会

の
開

催
を

⾏
うも

の
で

あ
る。

な
し

早
期

地
域

医
療

体
験

で
認

識
し

た
地

域
医

療
の

構
造

的
課

題
の

解
決

と
医

学
研

究
の

発
展

に
向

け
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
や

批
判

的
・
創

造
的

思
考

力
等

の
資

質
・
能

力
を

身
に

つ
け

、
種

々
の

医
療

課
題

を
よ

り
科

学
的

な
視

点
か

ら
深

く
考

察
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る

な
し

地
域

医
療

に
従

事
す

る
に

あ
た

り
、

患
者

、
家

族
、

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

全
人

的
医

療
を

提
供

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

10



２
．
都
道
府
県
等
との
連
携

⽉
額

総
貸

与
額

⼤
学

の
関

与
の

有
無

 (
※

1）

香
川

県
1
4

新
入

生
1
20

,0
0
0

8
,6

4
0,

0
0
0

○
推

奨

専
門

診
療

科
で

は
、

内
科

、
外

科
、

救
急

科
、

産
婦

人
科

、
小

児
科

、
総

合
医

（
推

奨
）

 (
※

1）
診

療
科

の
限

定
また

は
推

奨
が

あ
る

場
合

は
、備

考
欄

に
詳

細
をご

記
⼊

くだ
さい

。
※

該
当

が
な

い
場

合
は

、何
も

記
⼊

せ
ず

に
そ

の
まま

ご
提

出
くだ

さい
。

②
そ

の
他

、都
道

府
県

と連
携

した
取

組
が

あ
れ

ば
、簡

潔
に

ご
記

⼊
くだ

さい
。（

例
︓

在
学

中
の

学
⽣

に
対

す
る

都
道

府
県

と連
携

した
相

談
・指

導
、卒

後
の

キ
ャリ

ア
パ

ス
形

成
等

に
対

す
る

⽀
援

）
（

1〜
2⾏

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

⼊
せ

ず
に

そ
の

ま
まご

提
出

くだ
さい

。

奨
学

⾦
の

設
定

主
体

貸
与

⼈
数

（
診

療
科

の
限

定
（

推
奨

）
が

あ
る

場
合

）
その

診
療

科
名

選
抜

時
期

貸
与

対
象

貸
与

額
　（

例
︓

20
0,

00
0）

取
組

の
概

要
（

1〜
2⾏

程
度

）
開

始
年

度

選
抜

⽅
法

医
師

の
免

許
取

得
後

直
ち

に
、

９
年

を
限

度
と

す
る

義
務

年
限

に
お

い
て

、
県

内
の

基
幹

型
臨

床
研

修
病

院
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

く
初

期
臨

床
研

修
を

開
始

し
、

こ
れ

を
終

了
し

た
後

、
引

き
続

き
、

７
年

を
限

度
と

し
て

、
知

事
が

貸
付

者
ご

と
に

指
定

す
る

医
療

機
関

等
に

お
い

て
業

務
に

従
事

し
た

と
き

。

②
大

学
に

お
け

る
選

抜
と

同
時

に
都

道
府

県
に

お
い

て
面

接
等

を
実

施

⾹
川

県
と修

学
⽣

の
意

⾒
交

換
会

（
1-

5年
次

⽣
）

修
学

⽣
（

1-
5年

次
⽣

）
を

対
象

に
⾹

川
県

か
らの

制
度

説
明

を年
1回

実
施

H2
7

⾹
川

県
と修

学
⽣

の
意

⾒
交

換
会

（
1年

次
⽣

）
修

学
⽣

（
1年

次
⽣

）
を

対
象

に
⾹

川
県

か
らの

制
度

説
明

を
年

1回
実

施
R1

個
別

⾯
談

在
学

中
の

学
⽣

・義
務

年
限

中
医

師
に

対
す

る
⾹

川
県

と連
携

した
相

談
・指

導
の

た
め

の
個

別
⾯

談
を年

1回
/⼈

、成
績

不
振

者
に

係
る

⾯
談

を1
0⽉

頃
に

実
施

して
い

る
。※

そ
れ

以
外

の
相

談
に

も
随

時
対

応
R2

取
組

の
名

称

診
療

科
の

限
定

の
有

無

①
都

道
府

県
が

設
定

す
る

奨
学

⾦
に

つ
い

て
、以

下
をご

記
⼊

くだ
さい

。併
せ

て
、都

道
府

県
が

厚
⽣

労
働

省
に

提
出

す
る

予
定

の
地

域
の

医
師

確
保

等
に

関
す

る
計

画
及

び
「地

域
に

お
け

る
医

療
及

び
介

護
の

総
合

的
な

確
保

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」（

平
成

元
年

法
律

第
64

号
）

第
４

条
に

規
定

す
る

都
道

府
県

計
画

等
に

位
置

づ
け

る
こと

を
約

束
す

る
⽂

書
を

添
付

して
下

さい
。

な
お

、複
数

の
奨

学
⾦

を
設

定
して

い
る

場
合

は
、そ

れ
ぞ

れ
記

⼊
くだ

さい
。

備
考

香
川

県
に

よ
る

面
接

の
結

果
を

参
考

と
し

て
、

合
否

を
決

定
す

る
。

地
域

枠
（
学

校
推

薦
）
5
名

地
域

枠
（
一

般
）
　

　
9
名

月
額

×
7
2
カ

月
分

は
全

額
香

川
県

が
奨

学
金

と
し

て
貸

与
す

る
。

返
還

免
除

要
件
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３
．
そ
の
他

１
〜
２
に
記
⼊
し
た
も
の
以
外
で
、そ

の
他

、地
域

の
医

師
確

保
の

観
点

か
ら⼤

学
の

今
後

の
取

組
が

あ
れ

ば
、簡

潔
に

ご
記

⼊
くだ

さい
。（

1〜
3⾏

程
度

）
特

に
、都

道
府

県
か

らの
奨

学
⾦

の
貸

与
を

受
け

る
者

、地
域

枠
⼊

学
者

を
確

保
す

る
た

め
に

貴
⼤

学
で

取
り組

ま
れ

て
い

る
こと

や
今

後
の

取
組

み
予

定
が

あ
りま

した
ら、

ご
記

⼊
くだ

さい
。

◆
地

域
枠

学
⽣

対
象

に
、制

度
の

説
明

や
義

務
年

限
を果

た
して

い
る

医
師

の
経

験
談

、総
合

診
療

専
⾨

医
、地

域
医

療
を担

って
い

る
病

院
医

師
の

話
を

聞
く機

会
を設

け
る

こと
で

、総
合

診
療

に
興

味
を持

つ
者

が
増

え
て

い
る

。今
後

を
⾒

据
え

て
、こ

の
⽅

⾯
に

進
む

医
師

た
ち

の
受

け
⽫

に
つ

い
て

以
下

の
とお

り具
体

的
に

進
め

て
い

る
。

(1
)総

合
診

療
専

⾨
医

養
成

の
プ

ログ
ラム

を
県

内
で

統
⼀

（
令

和
6年

か
ら開

始
予

定
）

(2
)⾃

治
医

⼤
卒

業
の

医
師

た
ち

との
交

流
も

深
め

、義
務

年
限

を
果

た
した

後
の

拠
り所

とし
て

⼤
学

総
合

内
科

を
拠

点
とし

機
能

させ
る

。

◆
20

24
年

度
に

実
施

す
る

20
25

年
度

⼊
学

者
選

抜
の

改
⾰

（
20

23
.３

⽉
　2

年
前

告
知

済
）

(1
)2

02
4年

度
に

実
施

す
る

20
25

年
度

⼊
学

者
選

抜
か

ら、
医

学
部

医
学

科
学

校
推

薦
型

選
抜

Ⅱ
の

地
域

枠
（

学
校

推
薦

）
及

び
医

学
部

医
学

科
⼀

般
選

抜
（

前
期

⽇
程

）
の

地
域

枠
（

⼀
般

）
の

出
願

に
、本

学
で

実
施

す
る

地
域

医
療

セ
ミナ

ー
受

講
を

要
件

とす
る

。
　※

志
願

者
が

地
域

医
療

に
つ

い
て

⼗
分

に
理

解
した

上
で

出
願

で
き

る
環

境
を

整
備

（
離

脱
抑

制
）

(2
)2

02
4年

度
に

実
施

す
る

20
25

年
度

⼊
学

者
選

抜
か

ら、
医

学
部

医
学

科
学

校
推

薦
型

選
抜

Ⅱ
の

推
薦

要
件

の
緩

和
及

び
⾹

川
県

内
⾼

校
か

らの
推

薦
枠

を
拡

充
　※

県
内

出
⾝

者
の

⼊
学

者
増

加
を図

り、
⾹

川
県

内
で

の
研

修
医

の
増

加
に

繋
げ

る
。

12


	ア 学則変更（収容定員変更）の内容
	イ 学則変更（収容定員変更）の必要性
	ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容
	教育課程等の概要
	令和６年度入学定員増員計画

